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質問 

 少子高齢社会で、たくさんのお年寄りを私たち若い

世代が支えていかなければならない現状があります。

そこで、私はもっと子どもとお年寄りが関わることが

できるような施設（子どもが接客して、高齢者がお客

というカフェなど）をもっと積極的に設置していく必

要があると考えています。このような少子高齢化社会

に対応していくための取り組みについて、お考えをお

聞かせください。 

 

お答え 

「少子高齢化に対応して行くための取組みについ

て」の、ご質問にお答えいたします。 

先ず政策の方向性として現在は、H30 年 2 月 16 日

閣議決定の根拠法から、連動はしていますが、   

少子化対策大綱と、高齢化対策大綱に分けられて  

考えていくこととなります。 
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高齢化に対する対策の施策は、国に拠る「高齢社会

対策基本法」に基づき、高齢社会対策の推進の基本的

考え方を踏まえた上で、分野別の基本的施策 6 つの 

各分野に分けた、基本的施策に関する中期に渡る指針

が定められています。項目については、 

①就業・所得 

②健康・福祉 

③学習・社会参加 

④生活環境 

⑤研究開発・国際社会への貢献など 

⑥全ての世代の活躍推進 であります。 

ご指摘の支えの場としての全世代が集える「カフェ」

についての考え方は、国や、山梨県でも同じく重要 

だと考えております。 

先の「②健康・福祉」の方針が、更に分野別施策  

として 7 項目を掲げております。 

「健康・福祉」のうちの 7 項目を述べますと、 

①健康づくりの総合的推進 
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②持続可能な介護保険制度の運営 

③介護サービスの充実（介護離職ゼロの実現） 

④持続可能な高齢者医療制度の運営 

⑤認知症高齢者支援施策の推進 

⑥人生の最終段階における医療の在り方 

そして、最後の項目の 

⑦「住民等を中心とした地域の支え合いの仕組み作

りの促進」に、ご指摘の施策が当たります。 

山梨県では現在、国からの本項目の具体的事務事業

として、住民等を中心とした地域の支え合いの仕組み

作りの促進を「認知症カフェ」として、認知症の   

当事者が集まるための「サロン」がつくられ運営が 

なされています。 

このカフェは、認知症当事者とそのご家族、地域 

住民、医療や介護の専門職等が集う場として提供され、  

お互いに交流をしたり、情報交換をしたりする場で 

あり、認知症カフェでは、若い世代の人も含めて、  

さまざまな人が交流を深めることができる場と  



4 
 

なっております。 

 

現在、山梨県内全域での認知症カフェ実施事業所数

は各市町村で 46 事業所が実施されています。 

このことから、新たな立ち上げも必要ですが、  

現在ある制度へ参画することが望ましく考えられま

すので、こちらでの支援を模索して戴くことが良いの

ではないかと考えます。 

そして、何が出来るのか？との、素晴らしい問いか

けを頂戴しましたが、出来れば各市町村が実施して 

おります、私も取得しましたが「認知症サポーター」

のオレンジリングと資格を取得して戴き、もしも  

取得済であれば、志ある御友人にも広げて頂き、  

もって資格取得後に認知症カフェでの、お支えを今後

は戴ければと考えます。 

 

最後に少子化、高齢化の総合的な考え方として、 

高齢者を支える若い人が山梨から出ていってしまう、
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少子化対策についてであります。 

本県の少子化の要因分析のなかに於いて、少年期を

この歴史、自然あふれる山梨で過ごし、どこに出ても

通用するような人材として育っていった若者が、活躍

の場を此処山梨県に求められないことが大きな要因

だと考えます。 

人口の社会減を少しでも食い止めるための、様々に

山梨へ戻ってくるためのインセンティブの創設や、 

山梨県の魅力の再開発と発信、ふるさと山梨への  

愛着心の醸成など、今後も私も含め、地域の「強み」

を活かした取組みを、山梨県議会が県に対し、   

若い世代への善き政策を提案させて戴き続け、善政 

競争をしていくことをお誓いして、私の答弁とさせて

頂きます。ありがとうございました。 

 

山梨県議会議員 佐野ひろひと 

 

 


